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三種町農業委員会総会議事録 

 

１．開催日時  令和８年７月１０日（水) 午後１時３０分から午後２時５３分 

 

２．開催場所  三種町農政庁舎会議室 

 

３．出席委員   

 

議 席 番 号 

 

氏  名 

 

議 席 番 号 

 

氏  名 

１ 渡部 整悦 １２ 近藤 幸生 

２ 珍田 宇臣   

３ 檜森 茂樹 １４ 田中 武晴 

４ 柴田 千津子 １５ 工藤 朝鋭 

５ 相澤 光博 １６ 金子 英樹 

６ 関 昇誠 １７ 門間 一 

  １８ 田村 公恵 

８ 嶋田 悟 １９ 佐藤 久男 

９ 川上 義英 ２０ 児玉 校也 

１０ 近藤 勘一 ２１ 髙松 薫 

１１ 佐々木 亨 ２２ 豊田  實 

 

 

４．欠席委員  ７番 三浦 英樹 

            

 

５．欠番委員  １３番  

 

 

６．事務局職員 事務局長    内藤 英子 

専門監      小松 仁 

主事        鴨田 翔太郎 
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７．議事日程 

日程第１ 議事録署名委員の指名について 

日程第２ 会期の決定について 

日程第３ 農業委員会事務報告について 

日程第４ 議案審議 

議案第１号 農地法第５条の規定による許可申請について 

議案第２号 農用地利用集積等促進計画の決定（所有権移転）について 

議案第３号 農用地利用集積等促進計画の決定（利用権設定）について 

議案第４号 農用地利用集積等促進計画の決定（利用権移転）について 

議案第５号 三種町農業委員会委員辞任の答申について 

日程第５ 協議案件 

協議第１号 農用地利用集積等促進計画（利用権設定）（案）に対する意見聴取について 

協議第２号 三種町農業振興地域整備計画（琴丘地区）の変更について 

協議第３号 三種町農業委員会委員の定数に関する検討について 

日程第６ 報告事項 

     報告第１号 町外農地の権利移動について 

     報告第２号 農地中間管理事業推進法による利用権に関する事項の変更について 

      報告第３号 非農地の決定について 
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８．会議概要 

事務局長 

 

 

 

会 長 

 

事務局長 

 

 

 

議 長 

 

 

 

 

議 長 

 

 

 

 

議 長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

議 長 

 

 

 

議 長 

 

 お疲れ様です。 

ただいまから令和８年度第４回三種町農業委員会総会を開催します。 

開会にあたりまして、会長からごあいさつをお願いします。 

 

(会長あいさつ) 

 

 これより議事に入りますが、会議の進行は、三種町農業委員会会議規則第４

条の規定により、「会長が議長」となることとなっておりますので、よろしくお願いし

ます。 

 

 それでは、会議の進行にご協力下さいますようよろしくお願いします。 

ただ今の出席委員は、２０名であります。 

三種町農業委員会会議規則第６条により、定足数に達しておりますので、これ

より「令和８年度 第４回 三種町農業委員会総会」を開会いたします。 

 

 それでは、議事に入ります。 

 日程第１、「議事録署名委員」の指名を行います。 

 議事録署名委員は、三種町農業委員会会議規則第１３条により、 

１７番 門間 一 委員、１８番 田村 公惠 委員の両名にお願いします。 

 

 日程第２、「会期の決定について」お諮りします。 

本日ご審議いただく議案は、先に通知しております「農地法第５条の規定による

許可申請について」 他、４件。 

協議案件は、「農用地利用集積等促進計画（利用権設定）（案）に対する意見聴

取について」他、２件。 

報告事項は、「町外農地の権利移動について」他、２件となっておりますが、会

期は本日１日限りとして、ご異議ございませんか。 

  

（「異議なし」の声） 

 

 異議ないようですので、会期を本日１日限りといたします。 

 日程第３、「農業委員会事務報告について」は、後で確認してください。 

 日程第４、「議案審議」については、事前に資料を配付しております。 

 

それでは、議案第１号についての質疑を受け付けます。 

議案第１号について、ご質問又はご確認等がありましたら挙手願います。 
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２０番 

児玉 委員 

 

 

 

 

議 長 

 

 

議  長 

 

議 長 

 

 

議 長 

 

 

議 長 

 

議 長 

 

 

 

 

 

 

 

 

議  長 

 

 

 

議  長 

 

 

 

議  長 

２０番。 

  

  場所は、鹿渡新屋敷ローソンの近くの町道の横にあります。住宅を建てるには

なんら問題は無いのですが、住宅建築予定地の裏手に７０㎡ほどの他の人の農

地がありまして、そこに出入りができなくなるような感じでしたので、その土地の所

有者宅へ訪ねてお話をしたところ、 住宅建築しても良いと同意書の記入をしてい

るそうなので、特段の問題も無いと思います。よろしくお願いします。 

 

なければ、質疑なしと認め採決いたします。 

議案第１号について、原案のとおり承認することに賛成の方は、挙手願います。

 

挙手多数と認め、議案第１号は、原案のとおり決定します。 

 

  続いて、議案第２号についての質疑を受け付けます 

議案第２号について、ご質問又はご確認等がありましたら挙手願います。 

 

なければ、質疑なしと認め採決いたします。 

議案第２号について、原案のとおり承認することに賛成の方は、挙手願います。

 

挙手多数と認め、議案第２号は、原案のとおり決定します。 

 

  続いて、議案第３号の審議に入る前に、１番および２番については、１９番 佐

藤委員の関連案件となっておりますので、「農業委員会等に関する法律第３１条

の規定に基づく、議事参与の制限」により当該案件の議事開始から終了まで、関

係委員の退席をお願いします。 

 

  （※ 佐藤委員の退席） 

 

  （退席後） 

 

それでは、議案第３号の１番および２番の質疑を受け付けます。 

 議案第３号の１番および２番について、ご質問またはご確認等がありましたら挙

手願います。 

 

なければ質疑なしと認め、裁決をいたします。 

 議案第３号の１番および２番について、原案のとおり承認することに賛成の方

は、挙手願います。 

 

  挙手多数と認め、議案第３号の１番および２番は、原案のとおり決定します。 
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議  長 

 

 

議  長 

 

 

 

 

１８番 

田村 委員 

 

事務局 

 

 

議  長 

 

議  長 

 

 

 

議  長 

 

議 長 

 

 

議  長 

 

 

 

議  長 

 

議  長 

 

 

事務局 

 それでは、退席委員の入室を許可します。 

 

  （退席委員の着席） 

 

  ただいま退席された佐藤委員、議案第３号の１番および２番について、「異議な

し」ということで承認されましたので、報告します。 

 

  続いて、議案第３号の３番から３０番までの質疑を受け付けます。 

  議案第３号の３番から３０番について、ご質問又はご確認等がありましたら挙手

願います。 

  １８番。 

 

  資料の中に差し替え①と書かれているものがありますけど、議案第３号の３０

番ということですか。 

 

  そうなります。期間の記入を１か月間違えまして、６月になっていましたけども、

正しくは７月ということになります。よろしくお願いします。 

 

  他にありますか。 

なければ質疑なしと認め、採決をいたします。 

議案第３号の３番から３０番について、原案のとおり承認することに賛成の方は、

挙手願います。 

 

挙手多数と認め、議案第３号の３番から３０番は、原案のとおり決定します。 

 

続いて、議案第４号の質疑を受け付けます。 

議案第４号について、ご質問又はご確認等がありましたら挙手願います。 

 

なければ質疑なしと認め、採決をいたします。 

 議案第４号について、原案のとおり承認することに賛成の方は、挙手願いま

す。 

 

挙手多数と認め、議案第４号は、原案のとおり決定します。 

 

続いて、議案第５号の審議に入る前に、事務局から経緯等の説明をお願いしま

す。 

 

  それでは、議案第５号三種町農業委員会委員の辞任について、提案の理由及
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議 長 

 

 

議  長 

 

 

議 長 

 

議 長 

 

 

 

事務局 

 

 

 

 

びその内容をご説明いたします。 

  本案は、三浦英樹委員から６月２３日付けで辞任したい旨の届出があったもの

でございますが、農業委員会等に関する法律第１３条第１項では、「委員は、正当

な事由があるときは、市町村長及び農業委員会の同意を得て委員を辞任すること

ができる。」と規定されており、「正当な事由があることと、市町村長及び農業委員

会の同意」があれば認められることになります。 

  三浦委員の辞任の理由は、「一身上の都合によるもの」でございますが、みなさ

んもご存知のとおり秋田やまもと農業協同組合の組合長に選出されたことによる

もので、社会通念上の一般的な良識から、やむを得ないものであると判断され、

また、農業委員会の同意については、ご本人を除く総会出席委員の過半数の賛

成によって行うこととされております。 

  また、市町村長の同意につきましては、農業委員会での同意が得られました

ならば、本総会終了後に農業委員会会長より本日の総会の会議録を付けて答申

書を提出し、町長の決裁日をもって当該委員の辞任日となります。 

  なお、三浦委員の辞任が同意された場合、委員に欠員が生じますが、三種町

農業委員会の委員の選任に関する規則第９条では、「罷免、失職及び辞任により

委員に欠員が生じ、定数の３分の１を超えた場合は、この規則に定める手続きに

基づき、速やかに委員を補充しなければならない。」と規定されており、欠員数が

委員定数の３分の１を超えないことから、委員の補充は実施しません。 

  以上、提案理由の説明を申し上げましたので、よろしくご審議くださるようお願

いいたします。 

 

  それでは、議案第５号の質疑を受け付けます。 

 議案第５号について、ご質問またはご確認等がありましたら挙手願います。 

 

 なければ質疑なしと認め、採決をいたします。 

議案第５号について、原案のとおり承認することに賛成の方は、挙手願います。

   

  挙手多数と認め、議案第５号は、原案のとおり決定します。 

 

  続いて、日程第５、協議案件第１号の「農用地利用集積等促進計画（利用権設

定）（案）に対する意見聴取について」を議題とします。 

事務局の説明をお願いします。 

 

  令和５年度の農業経営基盤強化促進法等の改正により、農地中間管理機構に

よる農用地利用集積等促進計画が創設され、令和７年４月以降の新規借入、貸

付等を行う場合、または、今回の長面・宮ノ目地区のように地域計画が策定され

た地区で利用権設定を行う場合は、農地中間管理機構を経由した促進計画に改

正されました。 
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議 長 

 

 

 

１０番 

近藤 委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  本件については、農地中間管理機構が農用地利用集積等促進計画作成にあ

たり、農地中間管理事業の促進に関する法律第１９条第２項の規定において、市

町村に対し農用地利用集積等促進計画の案を作成し、農地中間管理機構に提出

するよう求めることができるとなっており、同法第１９条第３項の規定において「市

町村は、農用地利用集積等促進計画作成にあたり必要があると認めるときは、農

業委員会の意見を聴くものとする。」となっていることから意見聴取を求めるもの

です。 

  本案件中、№２で契約者 株式会社下岩川   借り受け人  株式会社下岩川と

なっておりますが、農地中間管理機構を経由した促進計画となるためですので、

ご承知ください。 

また、本案件は、９月総会の議案となる予定ですので、委員のみなさまからご

意見いただきますようお願いいたします。 

 

  事務局からの説明が終わりましたが、ご質問又はご確認等がありましたら挙手

願います。 

  １０番。 

  

  この案件を見たとき、「寝耳に水」、「青天の霹靂」、そういう思いでした。１番を

見てください。土地所有者近藤勘一、借受希望者株式会社下岩川 近藤保です。

全部、敬称略で説明します。少し長くなります。まず驚いたのが、１０アールあたり

単価５０００円、そして契約期間令和８年９月１６日から令和２８年９月１５日。 

  私は、近藤保から相談を受けた覚えはありませんでした。私以外の関係者が全

部で３３名おります。全員に聞くのは叶いませんが、９名の方々に聞きました。そし

たら誰一人として、契約について相談があった、合意したという人はおりませんで

した。ある人は、「５０００円だと暮らしていけない」という人もいました。そしてまた

ある人は、「これは、犯罪だよとこれを認めれば大変なことになるよ」と、この人は

法律に詳しい人です。そのように言われたので、私も農業委員として調べないわ

けにはいきませんので色々法律を調べてみました。 

  ３つのことをお話しします。難しい話ですので我慢して聞いてください。まず１つ

目、私文書偽造及び私文書偽造行使にあたる行為。２つ目、農地法おそらく第２１

条だと思いますが農地法違反に該当すると、農地の貸借契約には所有者の合意

が不可欠。所有者の同意なしで締結された契約や提出された申請は、法的に無

効である。３つ目、農地中間管理事業法に基づく適正手続きの欠如。農地バンク

への貸付、申出には必ず所有者の自署。自署というのは、名前を書く、「近藤勘一

」、「佐藤久男」さんなど名前を書くというところです。捺印、そして同意書が必要な

のです。所有者が内容を承知していない契約書は、農地中間管理機構（農業公

社）が正式に受理する要件を満たしません。この３点です。これは、協議に値する

案件では無いと自分は思っています。ですが、出てきた以上、みなさんの判断とご

意見をよろしくお願いします。 
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議  長 

 

 

 

５番 

相澤 委員 

 

 

 

事務局 

 

 

 

 

 

 

 

 

５番 

相澤 委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

議  長 

 

１番 

渡部 委員 

 

  私は、基盤整備を実現したいと思っています。父の遺言も、「どんなことがあっ

ても基盤整備やってくれ」と言っていました。生前から。なにがあってもやり通した

いなと思っていました。ですが、法律に違反してまでやるというのは、今の気持ち

は、保留です。反対ではありません。どうかみなさんの判断よろしくお願いします。

以上です。 

 

  ただ今の、近藤委員からのご意見に対し、賛成または反対の立場から意見が

ありましたら、挙手願います。 

  ５番。 

 

  今、近藤さんの方から３つの不合理な点が出されたわけですけれども、その中

で私も、はっと思ったのが、まず、所有者が同意していない、そしてそれに対する

本人達の自署を執り行っていないということですけども、この内容を受付した段階

で、そういう書類の授受などは発生していなかったのですかね。 

 

  今現在の書類作成にあたって、町の農業公社経由で、データでの提出となって

おり、２か月後の議案の際は県農業公社との契約になるわけですけども、そのタ

イミングでは、この案件とは別ですけども今月の議案にかかったものが、公告７月

１５日となりまして、今、一番上に佐藤久男さんの契約があがっていますけども、

県公社との契約時点で、契約内容に署名があるものを求めて、２か月後の議案を

作成します。ですので今回は、データの提出のみとなり、署名などの書類の提出

は今後、今回の協議案件が承認された以降に契約行為に入っていく、そこで署名

してもらうという流れであると理解しております。 

 

  だとすれば、事前段階の地域全体の事の説明等が了承されたものが、来る段

階のもので、近藤さんのお話を聞けば、本人方の同意は得られていない、金銭的

な５０００円というところも了承はしていないとのことで、かなり厳しい話となってい

る。当然、農地中間管理機構の立場としても全員の穏やかな形での了承があった

ということで受けたと思いますが、そうなると、最初にあった私文書偽造というかな

り厳しい言葉が出ているので、農業委員会としてもかなり慎重にやっていかないと、

農業委員会だけでなく農地中間管理機構の立場の方も、相当上手くやらないと結

果に基づいた裁判に発展した場合、アップアップになってしまうのではないか。現

実論としては、事実関係をもう少し把握するべきなのではないかなと思っています。

  

  １番。 

 

  確認なんですけれども、２０年間５０００円で借りるとなっていますけども、その

間、株式会社下岩川が耕作するんでしょうか。私がいろいろ聞いたところによると

圃場整備が始まる前までは個人で作ることは可能だと聞いているんですけども。 
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事務局 

 

 

 

１番 

渡部 委員 

 

事務局 

 

 

１番 

渡部 委員 

 

 

事務局 

 

１番 

渡部 委員 

 

事務局 

 

 

１番 

渡部 委員 

 

 

議 長 

 

３番 

檜森 委員 

 

 

 

 

 

議 長 

 

１２番 

 

  そこは、契約ですので、今の契約でいけば、２０年間株式会社下岩川がやると

なっていますけども、契約して、両方がダメだと言えば、金額等の変更もできます

し、やめるということはできます。 

 

  ということは、やめれば２０年間荒らしておくと言うことですか。 

 

 

  また、別の方にお願いするなど、株式会社下岩川でなく、他の方とやることもで

きると思っています。 

 

  これが、もしこのままで通った場合、下岩川から個人にお金５０００円でやるわ

けですけども、こんなにある田んぼを下岩川で全て耕作するということなんでしょう

か。 

 

  現段階では、そのような話で進んでいます。 

 

  私が聞いたのは、中間管理事業でやる時は、事業が始まる前までは、個人で

耕作することもできると。 

 

  契約してしまうと、その契約に基づいて支払いも発生しますし、そこらへんは少

し確認させてください。 

 

  私も確実な情報でないのでなんとも言えないのですが、５０００円で契約したか

ら、あとは全て下岩川で、金額の多い少ない関係なくて全部の田を２０年もそうや

っておくのかということです。 

 

  ３番。 

 

  それこそ、株式会社下岩川にしたとしても、耕作するのは誰がやるのかというこ

とで、おそらく、自分の土地は自分でやることになるのではないかと、法人の場合

だとそうだったと思う。だから、会社組織にしても、おそらく自分でやらないといけな

いと思う。私は基盤整備のことは、まだよくわからないですけども、芦崎あたりは

結構やっていて、名前だけ設定していて、やっているのは自分たちでやっていま

す。そこまず、しっかりわからないですが、そういう感覚で理解しています。 

 

  １２番。 

 

  今の法律的に基盤整備をやればそこの会社や法人でなければダメだということ



10 

 

近藤 委員 

 

 

 

 

 

議 長 

 

３番 

檜森 委員 

 

議 長 

 

 

 

 

議  長 

 

議  長 

 

 

 

１０番 

近藤 委員 

 

 

議  長 

 

 

 

１０番 

近藤 委員 

 

３番 

檜森 委員 

 

 

 

 

も少し聞いていました。そこに株式会社下岩川をもっていってということなんです

か。結局近藤さんは、基盤整備はやりたいと言っていますし、やって、結局自分の

土地は自分で整備してあちこちにある土地をだいたい１つの場所にまとめてやる

のに、株式会社が耕作したような形でやらないとダメだと国の法律でなっていると

いうことを少し聞こえています。 

 

  ３番。 

 

  一度休憩して、みなさんでざっくばらんに話しませんか。  

 

 

  ここで暫時休憩いたします。 

 

  （休憩時刻：午後 ２時００分） 

  （再開時刻：午後 ２時２８分） 

 

  会議を再開いたします。 

 

  今回の案件、保留にして後で再度あげてもらいますか。この状態だと通すわけ

にもいきませんので。後日、この案件に関係している人で会議があると聞いてい

ます。 

 

  会議はあります。その時にまた話し合います。そして保留にしていただければ

ありがたいです。関係する人が集まり、署名が集まれば再提出。そのような形に

すれば一番自然だと思います。 

 

  それでは、みなさん保留ということでよろしいでしょうか。 

 

  （「異議なし」）の声あり 

 

  あと、合意を取っているのか確認を取る必要があると思います。 

 

 

  保留にした理由を書いてやらなくてもいいものですか。例えば、今、意見が出ま

したし、再度、相対で再契約してくださいなど、理由を書いた方が良いと思います。 

なんで保留になったと相手も思うはずです。勘一さん、今話した意見書を付けて、

保留にしましたと、名前を出さなくても農業委員の話し合いで保留にしましたとす

れば良いのではないか。 
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１０番 

近藤 委員 

 

５番 

相澤 委員 

 

 

１０番 

近藤 委員 

 

５番 

相澤 委員 

 

２番 

珍田 委員 

 

１０番 

近藤 委員 

 

２番 

珍田 委員 

 

１０番 

近藤 委員 

 

議  長 

 

１２番 

近藤 委員 

 

１０番 

近藤 委員 

 

 

 

 

 

議  長 

 

  再度、地権者と借受人で合意してくださいと言えば良いだけだと思います。 

 

 

  今後、同じような案件が出ることを想定していくと、会議や説明会の添付資料、

もしくは、合意に自署・押印をしてもらった写しを添付してください。など、そのよう

にしていかないといけないのではないでしょうか。 

 

  それが確実であると思います。自分の名前が書いている自署と捺印、それらが

含まれた同意書が提出されればそれが確実だと思います。 

 

  所有権移転などの時も、要約など見て、田んぼ設定、所有者誰々など必ず確

認しています。だとすれば、そういう証明書類は必要になってくると思います。 

 

  ちなみに確認なんですけども、１６日の集まりはどういう参集範囲なんですか。 

 

 

  おそらく、３４名全員の地権者に対して案内を発送していると思います。 

 

 

  つまり、全員集まるということですか。 

 

 

  そうですね。ですが、全然耕作していない人もいるので来るのは、２０人くらいか

なと個人的には思っています。 

 

  １２番。 

 

  結局これが承諾されると、最初の話で申し訳ないが株式会社下岩川で田を作

ることになるのでしょうか。そうなると近藤勘一さん的には問題はないんですか。 

 

  結局、ゴールポストが動いていて、自分が自立した経営ができるんですよね、

農業経営ができるんですよねと聞いた時、できると言われました。それを頼りに信

じてやっていたが、調べてみるとそれは又貸しにあたる行為だと明らかにブラック

な行為だとわかりました。ですが、そこを調べてほしいです。私の調べる力が足り

なくて、それがブラックでなくてホワイトであるかもしれないので。そこを農業委員

会のみなさんにはお願いしたいと思います。 

 

  協議案件第１号１番から３３番については、保留ということでいきます。 

  協議案件第１号３４番について、原案のとおり承認することに賛成の方は、挙手
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議  長 

 

議  長 

 

 

 

事務局 

 

農政係 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事務局 

 

 

 

 

 

議  長 

 

 

議  長 

 

願います。 

 

  挙手多数と認め、協議案件１号３４番は、原案のとおり決定します。 

 

続いて、協議案件第２号の「三種町農業振興地域整備計画（琴丘地区）の変更

について」を議題とします。 

 事務局の説明をお願いします。 

 

  農政の方から担当の職員が来ますのでお待ちください。 

 

  農林課農政係の伊藤と申します。よろしくお願いします。 

  三種町農業振興地域整備計画書（琴丘地区）変更についてご説明いたします。 

まず、２ページの新旧対照表の変更案をご覧ください。本件は鹿渡字昼寝道下１

４２の１、１筆を、農業振興地域から除外する土地に追加する案となっております。

次に、３ページの変更理由書をご覧ください。要点だけ説明させていただきます。

２番の農地利用計画の変更理由ですが、一般住宅建設のために２０４㎡の農地

の農振除外申出があったことによります。この件については、昨日開催された三

種町農業振興地域促進協議会にて協議済であります。続いて、６ページの位置

図をご覧ください。申請地は、地目は畑ですが、現況は原野となっております。農

地法に関しては、地目が畑ですので農地転用の手続きを要します。周辺には農

地がありますが、フェンスや水路で仕切られているほか、申請地には住宅が隣接

し、前面には町道があるため、付近の農地の集団化には影響がないと判断され

ます。最後に８ページをご覧ください。住宅建設の平面図となっております。住宅

建設のほか、設備としましては物置１基、駐車スペースとしてアスファルト舗装８０

㎡を施工予定で、給排水設備は、町の上下水道に加入する計画となっておりま

す。路面排水、通常の汚水排水は現況通り東側に側溝がありますので、そちらに

準ずる計画となっております。農振計画変更の説明は、以上となります。 

 

  今の説明に追加して、本案件につきましては、本日議案第１号の１番と同じ案

件でありまして、農振地域除外事前協議中ということで会議は昨日ありましたけど

も、この後、縦覧期間を経て農振除外が決定したときに議案第１号の１番も本日

が許可日ではなく、農振除外日に合わせた許可日となる予定でございます。以上

です。 

  

ただいまの事務局並びに農政係からの説明について、ご質問又はご確認等が

ありましたら挙手願います。 

 

なければ質疑なしと認め、採決をいたします。 

協議案件第２号について、原案のとおり承認することに賛成の方は挙手願いま
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議  長 

 

事務局 

 

 

 

事務局 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

す。 

 

挙手多数と認め、協議案件第２号は、原案のとおり承認決定します。 

 

続いて、協議案件第３号の「三種町農業委員会の委員の定数に関する検討に

ついて」を議題とします。 

事務局の説明をお願いします。 

 

協議案件第３号別紙ということで、本日机に置いてあります。そちらをご覧くださ

い。６月の総会でも農業委員会の定数について話題を提起させていただいており

ますけども、それにつきまして７月総会では協議案件ということであげさせていた

だいております。 

三種町農業委員会の定数に関する検討についてということで、１の検討理由に

つきまして、現農業委員の任期満了が令和９年７月１９日となっており、任期満了

を迎えるに当たって、農業委員が推進委員としての職責についても果たせている

かの検討を行い、農政等の時勢等についても勘案した上で、定数の妥当性及び

推進委員設置の必要性についての検討を行うというところでございます。２の検

討結果でございます。６月の総会でみなさまからいただいた意見をまとめておりま

す。三種町農業委員会は、農地等の利用の効率及び高度化が相当程度図られ

ている等の基準に該当しており、推進委員を委嘱しないことができることとなって

いる（農業委員会等に関する法律第１７条第１項ただし書）。農地等の利用の効率

化及び高度化が相当程度図られている等の基準に該当する市町村は、区域内の

農地の遊休農地率が１００分の１以下であり、かつ、当該区域内の農地利用面積

の担い手への集積率が１００分の７０以上であることとなっている（農業委員会等

に関する法律施行令第７条第１項）。昨今、全国農業委員会の要請書の中には、

農業委員と推進委員の併存配置の見直しとして、権能の異なる農業委員と推進

委員の併存配置を両委員の総数を減ずることなく一本化を図る見直しを早急に実

現することを政策提言している。また、農地等の最適化の推進の状況その他農業

委員会における事務の実施状況に関する情報について、インターネット等に公表

している。情報の公表については、ＰＤＣＡサイクルが適切に働くようにする必要

があることから、区域内の農地等の利用の最適化の推進その他の事務に関して、

毎年度、目標とその達成に向けた活動計画を作成するとともに、活動計画の点検

・評価結果をホームページで公表している。以上により、三種町農業委員会の活

動において農地等の利用の最適化の推進は、十分に果たされていることから、農

業委員等の定数の見直しを行わず、次期改選においても定数２２人とする。という

検討結果で今回別紙として出させていただきました。これについて、みなさまから

反対・賛成など意見をいただければというところで、今回協議案件としてあげさせ

ていただいております。よろしくご審議の程よろしくお願いいたします。 
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議  長 

 

 

議  長 

 

 

 

議  長 

 

議  長 

 

 

議  長 

 

 

 

事務局 

 

 

議  長 

 

議  長 

 

 

 

 

議  長 

 

議  長 

 

 

 

 

議  長 

 

  ただいまの事務局からの説明について、ご質問又はご確認等がありましたら挙

手願います。 

 

  なければ質疑なしと認め、採決をいたします。 

  協議案件第３号について、原案のとおり承認することに賛成の方は挙手願いま

す。 

 

  挙手多数と認め、協議案件第３号は、原案のとおり承認決定します。 

 

  日程第６、「報告事項」については、事前に資料を配付しておりますが、なにか 

ご質問又はご確認等がありましたら挙手願います。 

 

 無いようですので、「その他」に入ります。 

 事務局並びに委員の皆様から、何かご意見等ございませんか。 

  事務局。 

 

  【農業経営基盤強化準備金制度の改正内容のお知らせについて】 

  【能代山本地区農業委員会交流会の開催について】 

 

  交流会の参加について賛成の方は挙手願います。 

 

  挙手が少数ですので、三種町農業委員会は不参加ということでよろしいでし

ょうか。 

 

  （「異議なし」）の声あり 

 

  他にありますか。 

 

ほかに無いようなので、次回の総会の開催について、令和８年度第５回総会は、

８月１０日（月）、午後１時３０分からとして、よろしいでしょうか。 

 

  （「異議なし」）の声あり 

 

  それでは、次回の総会は、８月１０日（月）午後１時３０分とします。 

 以上をもちまして、令和８年度 第４回 三種町農業委員会総会を閉会します。 

 ご苦労様でした。  
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上記会議の次第を記録し、その内容の相違ないことを証するためここに署名する。 

 

 

令８年７月１０日 

 

三種町農業委員会会長           豊田 實      

 

議事録署名委員    １７番        門間 一      

 

議事録署名委員    １８番        田村 公惠     


